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4月 1 フ日(土) ""'29 日(木・祝)
上映時間:16:30/20:00 入場料金:600円吹躍固定休

短編映画館トリウッド 2ftJJぷ想記官品店

出演:磯野蒼太郎/山田英晴/吉野晶/白畑真逸/平嶺育

監督・脚本. :永見昌弘 撮影:田中社喜 照明:羽場紗代子 美術:香田智子

録音:松島弘幸 助監督:三根良 制作:露寄一隆/徳永亜希子/小菅規照

音楽:佐藤司 監修・プロデユーサー:野口照夫

撮影協力 新潟県川西町新潟県松之山市 作品尺 38 分

八歳の夏休み、何をしていましたか?

何を見ていましたか?

あの臭いを覚えていますか?

もがく亀、死んでいく虫、倒れたかかし、

広すぎる回題。

暑いのにどこかさみしいような不思議な夏・. .

この夏、家庭の事情により八歳の小太郎は、教育熱心な母親といつももつれた糸をい

じくっている父親(骨折)と、田舎で一人暮らしているおじいさんの家にはじめていくこと

になった。

家についた小太郎の前には、今まで出会った事の芯いようなおじいさんがいた。

小太郎は、日頃から母親から束縛された生活をしていたために粗野だが不思議芯魅力をた

たえたおじいさんに惹かれていく

しかし、母親は、おじいさんに対し明らかに嫌悪感を示し、小太郎にもそれを強いる。父親は、

どこかへ行ってしまう。母親の影を気にする小太郎だが、おじいさんを見るうちに自分の感

情を我慢できなくなってしまう。それを許さない母親は、小太郎を黒い木箱に閉じ込めるの

だった。正しいのは母親だと自分を否定する小太郎。しかし、広すぎる田園とおじいさんの

不思議な存在感が小太郎を少しすつ解放していくのだった

「おしつこ、ここでしてもいい?J

「ダメに決まってるで、しょ。 J


